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○川内川水防災河川学習プログラム「台風と天気の変化」 

 

1.学習指導要領における第 5 学年の目標（学習指導要領※より抜粋） 

□ 植物の発芽から結実までの過程，動物の発生や成長，流水の様子，天気の変化を条件，時間，

水量，自然災害などに目を向けながら調べ，見いだした問題を計画的に追究する活動を通し

て，生命を尊重する態度を育てるとともに，生命の連続性，流水の働き，気象現象の規則性

についての見方や考え方を養う。 

※文部科学省（2008）「小学校学習指導要領解説 理科編」 

 

2.学習指導要領における単元の内容（学習指導要領※より抜粋） 

 

B 生命・地球 

（4）流水の働き 

地面を流れる水や川の様子を観察し,流れる水の速さや量による働きや量による働きの

違いを調べ,流れる水の働きと土地の変化の関係についての考えをもつことができるよう

にする。 

ア 流れる水には,土地を侵食したり,石や土などを運搬したり堆積させたりする働きがあ

ること。 

イ 川の上流と下流によって,川原の石の大きさや形に違いがあること。 

ウ 雨の降り方によって,流れる水の速さや水の量が変わり,増水により土地の様子が大き

く変化する場合があること。 

 

□ 地面を流れる水や川の働きについて興味・関心をもって追求する活動を通して,流水の働き

と土地の変化の関係について条件を制御して調べる能力を育てるとともに,それらについて

の理解を図り,流水の働きと土地の変化の関係についての見方や考え方をもつことができる

ようにすることがねらいである。 

 

□ 雨の降り方によって,流れる水の速さや量が代わり,増水で土地が変化することをとらえる

とともに,流れる水の力の大きさを感じとるようにする。 

 

□ ここでの指導に当たっては,野外での直接観察のほか,適宜,人工の流れをつくったモデル実

験を取り入れて,流れる水の働きについての理解の充実を図ることが考えられる。その際,

観察,実験の結果と実際の川の様子を関係付けてとらえたり,長雨や集中豪雨により増水し

た川の様子をとらえたりするために,コンピュータシミュレーションや映像,図書などの資

料を活用することが考えられる。 

 

□ 生活との関連としては，長雨や集中豪雨がもたらす川の増水による自然災害などを取り上げ

ることが考えられる。 

※文部科学省（2008）「小学校学習指導要領解説 理科編」
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3.第 5 学年の評価の観点の趣旨（参考）※ 

 

自然事象への 

関心・意欲・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての 

知識・理解 

自然の事物・現象を意

欲的に追求し,生命を

尊重するとともに,見

いだしたきまりを生活

にあてはめてみようと

する。 

自然の事物・現象の変

化とその要因との関係

に問題を見いだし,条

件に着目して計画的に

追及し,量的変化や時

間的変化について考察

して表現して,問題を

解決している。 

問題解決に適した方法

を工夫し,装置を組み

立てたり使ったりして

観察,実験やものづく

りを行い,その過程や

結果を的確に記録して

いる。 

物の溶け方,振り子の

運動の規則性,電流の

働きや,生命の連続性,

流水の働き,気象現象

の規則性などについて

実感を伴って理解して

いる。 

※国立教育政策研究所 教育課程研究センター（2011）「評価基準の作成,評価方法等の工夫改善の

ための参考資料（小学校 理科）」より抜粋 

 

4.評価のポイント※ 

○自然事象への関心・意欲・態度 

・地面を流れる水や川の流れの様子,川の上流と下流の川原の石の違いに興味・関心をもち,

自ら流れる水と土地の変化の関係を調べようとしている。 

・増水で土地が変化することなどから自然の力の大きさを感じ,川や土地の様子を調べよう

としている。 

○科学的な思考・表現 

・流れる水と土地の変化の関係について予想や仮説をもち,条件に着目して実験を計画し,

表現している。 

・流れる水と土地の変化を関係付けたり,野外での観察やモデル実験で見いだしたきまりを

実際の川に当てはめたりして考察し,自分の考えを表現している。 

○観察・実験の技能 

・流れる水の速さや量の変化を調べる工夫をし,モデル実験の装置を操作し,計画的に実験

をしている。 

・安全で計画的に野外観察を行ったり,映像資料などを活用して調べたりしている。 

・流れる水と土地の変化の関係について調べ,その過程や結果を記録している。 

○自然事象についての知識・理解 

・流れる水には,土地を侵食したり,石や土などを運搬したり堆積させたりする働きがある

ことを理解している。 

・川の上流と下流によって川原の石の大きさや形に違いがあることを理解している。 

・雨の降り方によって,流れる水の速さや水の量が変わり,増水により土地の様子が大きく

変化する場合があることを理解している。 

※国立教育政策研究所 教育課程研究センター（2011）「評価基準の作成,評価方法等の工夫改

善のための参考資料（小学校 理科）」より抜粋 
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５.川内川学習プログラムにおける単元の目標 

流水の働き（侵食・運搬・堆積）について,身近な川内川を題材として,実験結果と自然現象

を関連付けて理解させる。また,水害の起こるメカニズムの理解を通じて,水害の危険予測につ

いて関心を高める。 

６.指導計画 

本単元の学習プログラムは「新しい理科（東京書籍）」の教科書の流れに沿って作成してい

ます。 

 

○単元「流れる水のはたらき」指導計画（全13時間） 

小単元 時数 教科書 学習活動 ねらい 使用する開発教材 
第１次 
流れる水は
地面をどう
変えるのか 
（3時間） 

第1時 
（1/3） 

64～66 資料写真や地面
を流れる雨水の
様子を見て，流
れる水のはたら
きについて話し
合う。 

地面を流れる水や
川の様子に興味を
もち，流れる水の
はたらきについて
の学習に見通しを
もつことができ
る。 

○川内川の航空写真

第2時 
（2/3） 
第3時 
（3/3） 

67～68 
 

地面に水を流し
て，流れる水の
はたらきを調
べ，まとめる。
【観察①】 

校庭に水を流し
て，流れる水のは
たらきを調べ，ま
とめることができ
る。 

- 

第２次 
川の水は土
地の様子を
変えるのか 
（4時間） 

第4時 
（1/4） 

69～71 ・観察①で調べ
た流れる水のは
たらきが，実際
の川にもあては
まるか話し合
う。 
・川の水がどの
ように土地を変
化させている
か，資料を見て
話し合う。 

流れる水のはたら
きを，実際の川に
当てはめて考える
ことができる。 

○川内川流域3Ｄ映
像 

第5時 
（2/4） 

72～73 ・川の上，中，
下流の地形と，
川岸の様子の違
いについて，話
し合ったり，自
分たちの住んで
いる地域の川に
ついて調べたり
する。 

いろいろな川の山
の中（上流），平
地へ流れ出たあた
り（中流），平地
（下流）の様子を
比べ，土地の様子
と流れる水のはた
らきを考えること
ができる。 

○川内川の上中下流
の川原の様子 

○川内川の上中下流
の石 

第6時 
（3/4） 

74～76 ・川の水が土地
を変化させてい
る様子について
まとめる。 
・流れる水のは
たらきで土地の
様子が大きく変
わるのはどんな
ときか話し合
う。 

川の水が，長い時
間をかけて土地を
変化させている様
子についてまとめ
ることができる。
また，川の水のは
たらきが大きくな
るときの要因と土
地の変化について
考えることができ
る。 

○川内川の水害時の
VTR 

○川内川のふだんの
川の様子と増水時
の川の様子 

○平成18年洪水のさ
つま町の写真 
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第7時 
（4/4） 

76 災害を防ぐため
に，川にはどのよ
うな工夫がされて
いるか調べること
ができる。 

○川内川の災害を防
ぐ工夫 

第３次 
水の流し方
を変えて流
れる水のは
たらきを調
べよう 
（3時間） 

第8時 
（1/3） 
第9時 
（2/3） 

77～79 ・流れる水のは
たらきを調べる
方法について考
える。 
・水の流し方を
変えて，流れる
水のはたらきを
調べる。 
【実験①】 

地面に水を流し
て，けずられると
ころや土や石がた
まるところを調べ
たり，傾きや水量
を変えて流れの速
さや地面のけずら
れ方を調べたりす
ることができる。

- 

第10時 
（3/3） 

80～81 実験結果をもと
に，流れる水の
はたらきをまと
める。 

実験結果をもと
に，流れる水には，
土地を変化させる
はたらきがあり，
土地の傾きや水量
によって，はたら
きの大きさが変わ
ることを理解する
ことができる。 

○川内川流域の立体
地図 

○川内川の様子 
○川内平野の様子 
○鶴田ダムの看板 
○川内川防災教室７
○川内川防災教室21

第４次※ 
川を観察し
て水のはた
らきを調べ
よう 
（3時間） 

第11時 
（1/3） 

82～85 実際の川を観察
して,川の様子
や流れる水のは
たらきを調べた
り,災害を防ぐ
くふうを調べた
りする。 

実際の川のまわり
の土地の様子を観
察して，流れる水
のはたらきを調
べ，観察結果をま
とめることができ
る。 

○川内川の生き物が
すみやすい川づく
り 

○川と人とのかかわ
り（轟の瀬） 

○川内川防災教室１
○川内川防災教室４
○川内川防災教室５

第12時 
（2/3） 

流れる水のはたら
きについて学習し
たことをもとに，
防災に対する意識
を深めることがで
きる。 

○平成18年洪水時の
救助写真 

○川内川防災教室12
○川内川防災教室13
○川内川防災教室14
○さつま町洪水避難
地図 

第13時 
（3/3） 

流れる水のはた
らきについて,
学習したことを
まとめる。 

水防災に対する理
解を深めるととも
に，流れる水のは
たらきについて学
習したことをふリ
返り，学習をまと
めることができ
る。 

○さつま町洪水避難
地図 

○川内川防災教室23
○川内川防災教室24
 

※本指導計画は,平成25年度にさつま町立盈進小学校で作成された試行授業の指導計画案を元
に「川内川水防災河川学習プログラム検討会」での議論を経て作成したものである。 

※第4次「川を観察して水のはたらきを調べよう」については,地域教材や実験により防災意識
を深める指導計画を事例として紹介する。
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７. 複式学級版学習プログラムについて 

複式学級版学習プログラムは，H25年度までに検討と実施を重ねてきた単式学級版学習プログラム

をベースに，複式学級においても活用可能なプログラムへの改良を基本に，教師がより使いやすい

プログラムへの改良を行いました。 

なお,本教材は,単式学級板学習プログラム同様,さつま町以外の小学校でも活用できるように開

発しており,部分的に写真等をより身近な内容に差し替えることで,効果的な活用が可能です。 

 

○間接指導の設定 Point１ 

・複式学級の授業は，教師が一方の学年に指導する「直接指導」と，その間，もう一方の学年が児

童だけで学習を進めていく「間接指導」の組み合わせによる指導が基本となります。そのため，

単式学級版学習プログラムを基本に，指導内容を「直接指導」と「間接指導」に配分しました。 

・5，6学年の複式学級のうち5年生を対象学年とし，授業の導入時は，5年生への直接指導による「め

あて」の設定を基本としました。「めあて」の設定後，教師のわたりによる間接指導を経て，終

末段階で直接指導による「まとめ」を行うことを基本的な流れとしました。 

・終末において６年生が直接指導によるまとめを行うことを考慮し，5年生は，間接授業として，自

ら学び自ら考えるために，次の授業に向けた疑問や興味について発展的に考える時間とすること

を基本としました。 

 

○ワークシート，補助教材の充実 Point２ 

・新たに，間接指導時の児童による学習支援への活用を想定した「ワークシート」の開発及び補助

教材の追加を行いました。 

・ワークシートは単式学級においても活用可能です。 

・補助教材は，多様な教材を用意していますので，教師の判断で適宜選択して使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○評価資料の充実 Point３ 

・各単元の成果に関する評価の参考として「○学習の過程」に「評価規準」を記載するとともに，

巻末に「８．評価計画」を掲載しました。 

・設定した「めあて」から「まとめ」に繋がる内容について，ワークシート中の写真等を参

考に，「自分で考える」，「みんなで話し合う」設問を用意しました。 

・記入した内容について，黒板等を使って発表し，理解を深めることも有効です。 

 ワークシート 補助教材 
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○学習の過程 

【プログラムの記載内容について】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・間接指導での学習支

援としてワークシー

ト（別紙）を用意し

ています。 

・本書では,ワークシー

トに掲載する資料を

Ｗ，補助教材として

用意した資料を○資
と表記しています。 

・補助教材は，教師の

判断で適宜選択して

使用してください。 

・本書では,評価規準を

○評 と表記し，評価例

を記載しています。 

・具体的な評価事例を

「８．評価計画」に

記載しています。 

・複式学級版学習プログラムでは，直接指導と間接指導の時間の目安を示しています。 

・本書では，直接指導を【直】，間接指導を【間】と表記しています。 

・時間配分については，児童の理解度や同時進行する 6 年生の指導内容に応じて適宜調

整をお願いします。 
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第１次 流れる水は地面をどう変えるのか（1/3） 

【第１時のねらい】 

地面を流れる水や川の様子に興味をもち，流れる水のはたらきについての学習に見通しをもつ
ことができる。 

【自然事象への関心・意欲・態度】 
・川や地面を流れる水に興味をもち,進んで，流れる水のはたらきについて調べようとしている

か。【行動観察・記録】 
 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

導 

入 

１ 資料写真や地面を流れる雨水の

様子を見て，流れる水のはたら

きについて話し合う。 

 

 

 

10  ● 大雨の後の校庭の様子の写真を提示

する。（事前に準備） 

● 教科書P.64～65の写真を見せて，地面

を流れる水の様子と川の様子がにて

いることを感じさせる。 

展 

開 

２ 校庭にできた水のあとと，川の

かたちのにていることについて

自分たちで調べる。 

○ 川の様子 

・蛇行している 

・中州がある。 

 10 ● これから学習する課題を設定するた

めに，多様な視点から多くの意見を書

かせるようにする。 

● ワークシートを活用する。（地面を流

れる水の様子と川の様子） 

□Ｗ  川内川の様々な場所と地面を流れる

水の写真，川内川の縦断図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● グループで話し合う。 

○資 川内川流域の立体模型 

 

 

 

 

 

 

めあて：流れる水には，どんなは
たらきがあるのだろうか。 
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

終 

末 

３ ワークシートを元に，補足を加

え，川のながれる様子について

話し合い，次の時間から調べて

いくことを確かめる。 

○ 流域全体の様子 

・山から流れてきている。 

・平野は平らでゆるやかに流れて

いる。 

○ 川原の様子 

・石がある。 

・石の形がまるい。 

 

15  ● 教科書の写真だけではなく，地域の身

近な川内川の写真を用意して提示す

る。 

○資 川内川の航空写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

○資 川内川の川原の様子 

 

 

 

 

● 教科書の「調べよう」を活用して，実

験なども通して調べていくことを紹

介し，興味・関心を高めておく。 

○ 校庭を流れる水の様子と川の流

れる様子が似ているのはなぜだ

ろうか。 

 10 ● 流れる水の働きについて考えさせる

ようにする。 

● ワークシートを活用する。（校庭を流

れる水の様子と川の流れる様子が似

ているのはなぜだろうか？） 

○評 【関心・意欲・態度】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満足 

○ 地面を流れる水や地面の様子に興味を

もち，進んでその様子を調べ，発表しよ

うとしている。 

◎ 地面を流れる水のはたらきについて興

味をもち，進んでそのはたらきを調べた

り，自分の考えを積極的に発表したりし

ようとしている。 

 25 20  

 45  

 

まとめ：流れる水が，まわりの様
子をかえているのではないか。 
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○板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 

流れる水には，どんなはたらきがあるのだろう

か。 

地面を流れる水の様子と，川の流れる様子で似いるところ 

まとめ 

・流れる水が，まわりの様子をかえているので

はないか。 

○ 川原の様子 

・石がある。 

・石の形がまるい。

○ 川の様子 

・蛇行している 

・中州がある。 

○ 流域全体の様子 

・ 山 か ら 流 れ て き て い

る。 

・平野は平らでゆるやか

に流れている。 

上流 

さつま町付近 

河口付近 
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第１次 流れる水は地面をどう変えるのか（2/3） 

【第２時のねらい】 

校庭に水を流して，流れる水のはたらきを調べ，まとめることができる。（１／２） 

第２時には実験が含まれているため，全て直接指導を基本としている。６年生の授業に支障を
来さないよう，補助教員等を確保できる日に行うことが望ましい。 

第２時の内容は，第３時の内容と関係しているため，２時間連続した時間を確保することを推
奨します。 

【観察・実験の技能】 
・地面に水を流し，流れる水と地面の様子の変化を調べ，結果を記録している。【行動観察・記

録】 
 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

導 

入 

１ 雨が降っている校庭の様子につ

いて話し合う。 

・川のように流れていた。 

・流れたあとはけずられていた。

・流れる水の色はにごっていた。

・へこんだところは水たまりがあ

った。 

5  ● 雨の日の校庭の様子を撮影した写真

（事前に準備）を提示し，考えさせる。

展 

開 

２ 砂山に水を流して川を作り，ど

の部分の水が流れが速いか，ど

の部分の砂が削られやすいか考

える。【観察①】 

 

 

   

① 観察するポイントについて話し

合う。 

・川にはカーブがあった 

→内側と外側の流れのちがい

は？ 

・急な流れと緩やかな流れ 

→流れる速さのちがいは？ 

10  ● 中庭の造形砂場を利用して，模擬的な

川を作り，ペットボトルで水を運んで

流させる。 

● 砂場で水がうまく流れない場合は，校

庭などの土の上に水を流す方法も有

効であるため，現場の状況に応じて適

宜教師が工夫するようにする。 

● ２つの班合同で実験を行い，各班ごと

に記録係を決めておく。気づいたこと

は，記録係へ伝えるようにする。 

めあて：流れる水は，地面の様子
をどのように変えるのだろうか。
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

展 

開 

② 流れる水のはたらきを観察す

る。 

・カーブの外側と内側で，水の流

れの速さや砂が流される様子

が違う。 

・急斜面のところが水が速く流

れ，砂も削られたり，運ばれた

りしやすい。なだらかなところ

に積もりやすい。 

→水の通ったところがへこん

でいるのは，水でけずられた

からだね。 

→低いところや流れがゆるい

ところでは，砂がたまってい

る。 

・流れる水がにごっている。 

→砂や土が運ばれているんだ

ね。 

・流れた先は水たまりになって，

湖のようになっている。 

25  ● 水を流したり，水を流すのをやめて砂

の様子を観察したりして，カーブや斜

面の違いによって，水の流れの速さや

砂の様子が場所によって違うことに

気付くことができるようにする。 

● 水が流れたところで，地面がけずられ

ているところや土が積もっていると

ころをさがさせる。 

 

終 

末 

③ 気づいたことをワークシートに

まとめる。 

5  ○評  【技能】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満足 

○ 地面に水を流し，流れる水の様子と地面

の様子を観察し，結果を記録している。

◎ 地面に水を流し，流れる水の様子と地面

の変化の様子を観察し，流れる水のはた

らきに着目して，結果を記録している。

  45 0  

 45  
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第１次 流れる水は地面をどう変えるのか（3/3） 

【第３時のねらい】 

校庭に水を流して，流れる水のはたらきを調べ，まとめることができる。（２／２） 

【観察・実験の技能】 
・地面に水を流し，流れる水と地面の様子の変化を調べ，結果を記録している。【行動観察・記

録】 
【自然事象についての知識・理解】 
・流れる水には,侵食したり,運搬したり,堆積させたりするはたらきがあることを理解している。

【記録】 
 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

導 

入 

１ 校庭に水を流して，地面の様子

を観察した結果を話し合う。 

 

 

 

 

○ 流れる水の速さは場所によって

違うか。 

・流し始めやカーブの外側が速

い。 

○ 地面がけずられているところは

どんなところか。 

・カーブの外側 

・水の流れが速いところ 

○ 土が積もっているのはどんなと

ころか。 

・低くて平らなところ 

○ 流れている水には何がふくまれ

ているか。 

・にごっている。砂や土が運ばれ

ている。 

○ 流す水の量を変えたらどうか。

10  ○評【技能】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満足 

○ 地面に水を流し，流れる水の様子と地面

の様子を観察し，結果を記録している。

◎ 地面に水を流し，流れる水の様子と地面

の変化の様子を観察し，流れる水のはた

らきに着目して，結果を記録している。

展 

開 

２ 流れる水には，どのようなはた

らきがあったかふり返る。 

○ 水の流れが速かったのはどこ

か。 

○ にごった水には，何がふくまれ

ていたか。 

○ 土が積もっていたのはどこか。

 10 ● 観察の結果をふり返り，流れる水のは

たらきを整理させる。（浸食，運搬，

堆積） 

● ワークシートを活用する。（流れが速

い場所，遅い場所の地面や，流れる水

の様子） 

□Ｗ  第 3時の実験結果の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● グループで話し合う。 

めあて：流れる水は，地面の様子
をどのように変えるのだろうか。
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

終 

末 

３ 流れる水による地面の変化をま

とめる。 

○ 流れる水のはたらきを，「けず

る」「運ぶ」「積もる」の３つ

の作用で整理する。 

・流れる水が地面をけずるはたらき

（しん食） 

・土や石を運ぶはたらき（運ぱん）

・流されてきた土や石を積もらせる

はたらき（たい積） 

 

 

 

 

10  ● 教科書の写真やデジタルカメラで撮

影した写真を掲示し，それを見て考え

たことも発表させる。 

● 流れる水の三作用を「しん食」「運ぱん」

「たい積」の言葉を使って説明させ

る。 

● ここでは流れる水の三作用の学習を

するが，実際の河川との関係を意識さ

せておく必要がある。 

○ 実際の川では，流れる水によっ

て，土地の様子がどう変わるだ

ろうか。 

 10 ● 流れる水の働きに着目し。川岸などの変

化について考えさせるようにする。 

● ワークシートを活用する。（実際の川で

は，流れる水によって，土地の様子がど

う変わるだろうか？） 

○評 【知識・理解】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満 

○ 流れる水には,侵食したり,運搬したり,

堆積させたりするはたらきがあること

を理解している。 

◎ 流れる水には,侵食したり,運搬したり,

堆積させたりするはたらきがあること

を，観察結果を関係づけて正確に理解し

ている。 

 20 25  

 45  

 

○板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ：流れる水には，地面をけ
ずったり，土や石を運んだり，流
されてきた土や石を積もらせた
りするはたらきがある。 

めあて 

流れる水は，地面の様子をどのように変えるの

だろうか。 

流れが速い場所の地面 

 

・流し始めやカーブの外側が速い。 

・急斜面のところが水が速く流れ，砂も削られたり，運ばれたりしやすい。 

まとめ 

流れる水には，地面をけずったり，土や石を運

んだり，流されてきた土や石を積もらせたりする

はたらきがある。 

流れがおそい場所の地面 

 

・低いところや流れがゆるいところでは，砂がたまっている。 

・なだらかなところに積もりやすい。 

流れる水 

 

・流れる水がにごっている。 

・流れる水が地面をけずるはたらき 

（しん食） 

・土や石を運ぶはたらき 

（運ぱん） 

・流されてきた土や石を積もらせるはたらき 

（たい積） 
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第２次 川の水は土地の様子を変えるのか（1/4） 

【第４時のねらい】 

流れる水のはたらきを，実際の川に当てはめて考えることができる。 

【自然事業への関心・意欲・態度】 
・流れる水のはたらきが，実際の川にも当てはまるかどうかについて興味を持ち，進んで資料

を調べたり，発表したりしようとしている。【発言・行動観察】 
 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

導 

入 

１ 実際の川でも，流れる水は土地

の様子を変えているか，資料を

見て考える。 

 

 

 

 

○ 山と平らなところ（平地・平野）

がある。 

○ 山の谷には，川が流れている。

○ 平野の川の幅は広い。 

○ カーブの外側はけずられ，内側

は，土や 石が積もって川原が

できている。 

○ Ｖ字谷 ○ 蛇行 ○ 三角州

5  ● 前時の学習をもとにして，流れる水の

三作用（浸食・運搬・堆積）を確認す

る。 

● 教科書のイラストを見て，川やそのま

わりの土地の様子で気づいたことを

出させる。 

● 川内川流域の3Ｄ映像または模型で,

川内川の様子を確認する。 

○資 川内川流域の3Ｄ映像 

 

展 

開 

２ 山の中から海へ流れ出る間に，川

や川原，石の様子は，どのよう

に変わっているか，川内川の写

真を見て考える。 

○ 流れの様子はどう違うか。 

ア→速い。イ→ゆるやか。 

○ 川幅は，どう違うか。 

ア→せまい。イ→広い。 

○ 石の大きさは，どう違うか。 

ア→大きい。 

イ→砂や小石が多く，アのような

大きな石は見られない。 

○ 石の形はどのように違うか。 

ア→少し角張っている。 

イ→まるみを帯びた小石が見ら

れる。 

10  ● 川内川周辺の写真や航空写真で，上

流，下流の地点を確認する。 

● それぞれの写真のなかに写してある

30cmの定規と比較させながら，川や川

原に見られる石の大きさを考えさせ

る。 

○資 川内川の川原の様子 

 

 

 

 

めあて：実際の川でも，流れる水

は，土地の様子を変えているのだ

ろうか。 
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

展 

開 

３ 山の中の川の様子と平地の川の

様子の違いと浸食・運搬・堆積

のはたらきが，どのように関係

するのか自分たちで考える。 

○ 山の方の谷は，川がけずったと

ころではないか。 

○ 山でけずられた土は，川の下流

まで運ばれていそうだ。 

○ 平らなところは流れが弱くなっ

て，流れてきた物がたまってい

そうだ。 

 15 ● ワークシートを活用する。 

□Ｗ 川内川の上流と下流の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● グループで話し合う。 

● 教科書P.68～69の３枚の写真は，各流

域での特徴的な様子を示した物で，同

じ川ではないことに留意する。 

○評【関心・意欲・態度】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満 

○ 流れる水のはたらきが，実際の川にも

当てはまるかどうかについて興味を

持ち，進んで資料を調べたり，発表し

たりしようとしている。 

◎ 流れる水のはたらきが，実際の川にも

当てはまるかどうかについて興味を

持ち，写真資料を積極的に調べたり，

経験をもとに発表したりしようとし

ている。 
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

終 

末 

４ 川の水のはたらきと，川と川原

の石の様子についてまとめる。

○ 山の中は流れが速く，川はばが

せまい。かたむきが大きいから

速い。川原には角ばった大きい

石が多い。 

○ 平地に流れ出たあたりでは，水

の流れがゆるやかで,川はばが

広い。まるみのある石が多い。

○ 平地では流れがゆるやかで，川

はばはさらに広い。小さい石や

砂が積もっている。 

 

 

 

 

10  ● 川内川が山から海へ流れ出る間に，川

幅がしだいに広くなっていることに

気づかせる。川幅の変化と，流れる水

の速さや水量などを相互に関連づけ

て考えさせるようにする。 

● 川原に見られる石，小石，砂などにつ

いて，上流から運ばれてくる間にぶつ

かったり転がったりして，割れたりけ

ずられたりしながら，だんだん小さく

なってまるみを帯びてきたのではな

いかと考えられるようにする。 

○ 山の中と平地では，なぜ川の様

子がちがうのだろうか 

 5 ● 上流から下流までの川と川原の石の様

子を，流れる水のはたらきと関連づけて

まとめさせる。 

● ワークシートを活用する。（山の中と平

地では，なぜ川の様子がちがうのだろう

か） 

 25 20  

 45  

 

○板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 

実際の川でも，流れる水は，土地の様子を変え

ているのだろうか。 

・川のはばが狭い 

・川原がせまく，切り立っている。 

・石の大きさがごつごつしていて大きい。 

山の中 

平地 

・川のはばが広い 

・川原が広く，平ら 

・石の大きさが丸くて小さい 

・山の中は流れが速く，川はばがせまい。 

・かたむきが大きいから速い。 

・川原には角ばった大きい石が多い。 

・平地では流れがゆるやかで，川はばは

さらに広い。 

・小さい石や砂が積もっている。 

・平地に流れ出たあたりでは，水の流れが

ゆるやかで,川はばが広い。 

・まるみのある石が多い。 

まとめ：実際の川でも，流れる水

の働きにより，土地の様子が変わ

っている。 

まとめ 

実際の川でも，流れる水はの働きにより，土地

の様子が変わっている。 
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第２次 川の水は土地の様子を変えるのか（2/4） 

【第５時のねらい】 

いろいろな川の山の中（上流），平地へ流れ出たあたり（中流），平地（下流）の様子を比べ，
土地の様子と流れる水のはたらきを考えることができる。 

【自然事象への関心・意欲・態度】 
・流れる水のはたらきが，実際の川にも当てはまるかどうかについて興味を持ち，進んで資料

を調べたり，発表したりしようとしている。【発言・行動観察】 
【自然事象についての知識・理解】 
・川の流域によって，河原の石の大きさや形に違いがあることを理解している。【記録】 
【科学的な思考・表現】 
・川や川岸に見られる地形や川原の石の様子，増水による川原の変化などについて，流れる水

のはたらきと関係づけて考察し，自分の考えを表現している。【記録】 
 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

導 

入 

１ いろいろな川を比べて，土地の

様子と流れる水のはたらきを考

える。 

 

 

 

 

○ 流れの様子はどう違うか。 

ア→速い。イ→少しゆるやか。 

ウ→ゆるやか。 

○ 川幅は，どう違うか。 

ア→せまい。イ→やや広い。 

ウ→広い。 

○ 石の大きさは，どう違うか。 

ア→大きい。 

イ→少し小さくなった。 

ウ→砂や小石が多く，ア，イのよ

うな大きな石は見られない。

○ 石の形はどのように違うか。 

ア→少し角張っている。 

イ→まるみを帯びている。 

ウ→まるみを帯びた小石が見ら

れる。 

5  ● 前時の学習をもとに，それぞれの川の

ア,イ,ウの地点の特徴をワークシートに

記入する。 

○評 【関心・意欲・態度】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満 

○ 流れる水のはたらきが，実際の川にも

当てはまるかどうかについて興味を

持ち，進んで資料を調べたり，発表し

たりしようとしている。 

◎ 流れる水のはたらきが，実際の川にも

当てはまるかどうかについて興味を

持ち，写真資料を積極的に調べたり，

経験をもとに発表したりしようとし

ている。 

展 

開 

２ 川の特徴として，共通点や違い

など気づいたことを話し合う。

5  ● 川内川と教科書の写真とを比べなが

ら，共通点や差異点を話し合わせる。 

○資 川内川の上中下流の川原の様子 

 

 

 

 

めあて：川の上流，中流，下流に
は，どのようなちがいがあるのだ
ろうか。 
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

展 

開 

４ 自分たちの住んでいる地域の川

の様子を調べよう。 

 15 ● 川内川の川原の石のサンプルを活用

し，大きさやまるみ，手ざわりなどを

調べさせる。 

● ワークシートを活用する。（観察・記

録） 

○資 川内川の上中下流の石 

 

 

 

 

終 

末 

５ 川の水のはたらきと，まわりの

土地の様子の変化について，ま

とめる。 

○ 土地のかたむきが大きい山の中

では，水の流れが速く，川はば

がせまい。川原には，角ばった

大きな石が多い。 

○ 平地へ流れ出たあたりでは，山

の中より水の流れがゆるやかに

なり，川はばが広くなる。川原

には，まるくて小さな石が多く

なる。 

○ 平地では，流れがゆるやかにな

り，川はばがさらに広くなる。

流されてきた土や  石など

が，川原や川底に積もる。 

10  ● 上流から下流までの川の様子やまわ

りの土地の様子を，流れる水のはたら

きと関連づけてまとめさせる。 

○評 【知識・理解】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満足 

○ 教科書の資料から，山の中，平地に流

れ出たあたり，平地では，川原の石の

大きさや形に違いがあることを理解

している。 

◎ さまざまな資料を調べた結果として，

山の中，平地に流れ出たあたり，平地

で川原の石の大きさや形に違いがあ

ることを水のはたらきと関係づけて

理解している。 

○ 上流，中流，下流で，なぜ石の

様子がちがうのだろうか。 

 5 ● 川原の石の様子の違いを，流れる水のは

たらきと関連づけて考えさせるように

する。 

● ワークシートを活用する。（上流，中流，

下流で，なぜ石の様子がちがうのだろう

か） 

□Ｗ 川内川の上流と下流の様子 
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

終 

末 

   ○評 【思考・表現】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満 

○ 川や川岸に見られる地形や川原の石

の様子，増水による川原の変化などに

ついて，流れる水のはたらきと関係づ

けて考察し，自分の考えを表現してい

る。 

◎ 川や川岸に見られる地形や石の様子，

増水による川原の変化などについて，

自分たちの住んでいる川にも当ては

めながら，流れる水のはたらきと関係

づけて考え，自分の考えを表現してい

る。 

 

 

 

 

 

5   

 25 20  

 45  

 

○板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 

川の上流，中流，下流には，どのようなちがいがあるのだろうか。 

・土地のかたむきが大きい山の中では，水の

流れが速く，川はばがせまい。川原には，角

ばった大きな石が多い。 

大きさ かたち 手ざわり 

・大きい ・角ばっている ・ごつごつして

いる 

・少し小さくな

った 
・丸みをおびて

いる 
・すこしなめら

か 

・小さい。 
・砂や小石が多

い 

・丸い ・すべすべして

いる 

・平地へ流れ出たあたりでは，山の中より水の

流れがゆるやかになり，川はばが広くなる。

川原には，まるくて小さな石が多くなる。 

・平地では，流れがゆるやかになり，川はばが

さらに広くなる。流されてきた土や石などが，

川原や川底に積もる。 

まとめ 

川の上流で削られた石が，水の流れで運ばれるうちに小

さくなり，下流の川原に堆せきする。 

まとめ：川の上流で削られた石
が，水の流れで運ばれるうちに小
さくなり，下流の川原に堆せきす
る。 
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第２次 川の水は土地の様子を変えるのか（3/4） 

【第６時のねらい】 

川の水が，長い時間をかけて土地を変化させている様子についてまとめることができる。また，
川の水のはたらきが大きくなるときの要因と土地の変化について考えることができる。 

【自然事象についての知識・理解】 
・水の量が増えたときに，土地の様子が大きく変わることがあることを理解している。【記録】

・児童が災害発生時の様々な危険を予測して，的確に判断して安全に行動できるようになった。

【記録】 
 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

導 

入 

１ 川の水は，どのようなときに，

まわりの土地の様子を変えてい

るのか考える。 

○ 水害時の写真を見て，どのよう

なときに川や川岸などの様子が

変わるかを話し合う。 

 

 

 

 

○ 川内川は，どのようなときに水

量がふえるか，経験をもとに話

し合う。 

・大雨・台風・ダムの放水など 

○ 水量がふえたときの様子を話し

合う。 

・堤防ぎりぎりまで水面が上がっ

たことがある。 

・大雨の後，上流から流されてき

た流木を見たことがある。 

・大雨の後，川原の様子が変わっ

ていたことがある。 

10  ● ふだんは，川や川岸などの様子が，ほ

とんど変化していないことに気づか

せる。 

○資 川内川水害時のＶＴＲ 

 

 

 

 

 

● グループで話し合うことができるよ

うにする。 

● 川内川の平常時と増水時の写真を提

示して，比較させる。 

○資 大雨の前後の川内川の様子 

 

 

 

 

 

めあて：川や川岸の様子は，どの
ようなときに，大きく変わるのだ
ろうか。 
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

展 

開 

２ 教科書P.75の写真や川内川の災

害写真で，増水による川や川岸

の変化について自分たちで考え

る。 

・川幅や川岸などが一見変わって

いないように見えるが，川原の

位置が変わっている。 

・川の流れや増水した水の力で川

原の石を流してしまい，その後

に新しい石が積もったのだと

思う。 

・大雨のたびに，川原の様子が変

わっていたことになるのでは

ないか。 

 15 ● 流れる水のはたらきを思い出して書

かせるようにする。 

● ワークシートを活用する。（大雨で水

の量が増えるとどうなるか） 

□Ｗ 川内川のふだんの川の様子と増水時，増

水後の川の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● グループで話し合う。 

○評【知識・理解】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満足 

○ 教科書の資料から，水の量がふえたと

きに，土地の様子が大きく変わること

があることを理解している。 

◎ さまざまな資料を調べた結果として，

水の量がふえたときに，土地の様子が

大きく変わることがあることを水の

はたらきと関係づけて理解している。
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

終 

末 

４ 川の水が土地を変化させている

様子についてまとめる。 

 

 

 

 

○ 大雨で川が増水して，川の水の

流れや川岸の様子が変化してい

る。 

○ 増水により，大地を削ったり，

岩石を運んだりする力が強くな

っている。  

10  ● これまでの学習から，川の水量が変わ

ると川や川岸の様子が変わることを

確かめる。 

● 増水による被害の様子を示し，増水に

よって家屋が流される可能性がある

ことを説明する。 

○資 平成18年洪水のさつま町の写真 

 

○ 川の様子が変わることで，どん

な危険があるだろうか。 

 10 ● 川の水量の変化や流速の変化と関係

づけて考えさせる。 

● ワークシートを活用する。（川の様子が

変わることで，どんな危険があるだろう

か） 

○評 【知識・理解】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満足 

○ 川の水が増えたときの様々な危険を予

測できる。 

◎ 川内川で川の水が増えたときの様々な

危険を予測できる。 

 20 25  

 45  

 

○板書計画 

 

まとめ：大雨などで水の量がふえ，
流れが速くなると，流れる水のは
たらきが大きくなり，土地の様子
は大きく変化する。 

めあて

川や川岸のようすは,どのようなときに大きく変わるのだろうか。

・ 大雨 ・ 洪水

・ 台風 ・ ダムの放水

予想

大雨前 大雨後

大雨前と大雨後のちがい

・ 川はばが広くなっている。

・川原が少なくなっている。

が 増えると

速くなり

は大きくなる。

変化する。

大雨など 水の量が

流れる水のはたらき

流れが

土地のようすは

分かったこと

災害災害

防ぐ工夫は？

まとめ 

大雨などで水の量がふ

え，流れが速くなると，流

れる水のはたらきが大き

くなり，土地の様子は大き

く変化する。 
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第２次 川の水は土地の様子を変えるのか（4/4） 

【第７時のねらい】 

災害を防ぐために，川にはどのようなくふうがされているか調べることができる。 

【観察・実験の技能】 
・教科書や川内川の資料から，災害を防ぎ安全な生活を守るくふうについて調べ，記録してい

る。【行動観察・記録】 
 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

導 

入 

１ 前時の学習をふり返る。 

○ 大雨などで水の量がふえ，流れ

が速くなると，流れる水のはた

らきが大きくなり，土地の様子

は大きく変化する。 

○ 大雨のたびに，川岸の様子が変

化するような災害が起こって

いる。 

 

 

 

5  ● 川が氾濫している写真を用意して，こ

のようなこう水を防ぐためにはどう

すればよいか考えるきっかけにする。

○資 平成18年洪水のさつま町の写真 

 

 

 

 

 

展 

開 

２ 教科書P.76の４枚の写真を見

て，災害を防ぐために，どのよ

うなくふうがされたかを話し合

う。 

・コンクリートで固める 

・ダムをつくる 

・ブロックをおく 

○ 川が増水したときのせきの工夫

を知る。 

○ 人工の川や河川敷などによるこ

う水を防ぐための工夫を知る。

・放水路 ・河川敷 ・堤防 

5  ● 教科書の写真や防災施設の写真を用

意して，災害を防ぐためにいろいろな

方法があることを気づかせる。 

○資 教科書P.76の写真 

 

３ 災害を防ぐために行われている

工夫について自分たちで考え

る。 

・分水路 ・堤防 ・河道掘削 

○ 川の水をあふれさせない工夫 

○ 流れを弱めるための工夫 

○ 川の水があふれたときのため

の工夫 

 15 ● 様々な防災対策の意味を考えさせる

ようにする。 

● ワークシートを活用する。（川内川で

災害を防ぐ工夫） 

□Ｗ 川内川防災教室資料５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○評  【技能】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満足 

○ 結果を観点ごとに整理して，自分なりに

記録し，絵や文でまとめて発表してい

る。 

◎ 結果を観点ごとに整理して，的確に記録

し，絵や文でわかりやすくまとめて発表

している。 

めあて：災害を防ぐために，川に
はどのようなくふうがされている
だろうか。 
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

終 

末 

４ 水害を防ぐ工夫を分類してまと

める。 

○ 川の水をあふれさせない工夫 

・堤防 ・護岸補強 ・ダムの水

量調整 

・くっさく工事（たまった土砂の

除去） 

・放水路 ・遊水池 など 

○ 流れを弱めるための工夫 

・堰堤 ・ブロック など 

○ 川の水があふれたときのための

工夫 

・輪中 ・排水ポンプ場 など 

 

 

 

 

 

10  ○資 川内川の災害を防ぐ工夫 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○資 大雨のときの分水路の様子（写真） 

○資川内川の災害を防ぐ工夫（鶴田ダム）

○資 川の水位計 

○ 災害にそなえて自分たちは何が

できるだろか。 

 10 ● 災害による被害を防ぐためには，河川整

備だけでなく，各自の備えが大切なこと

を気づかせるようにする。 

● ワークシートを活用する。（災害にそな

えて自分たちは何ができるだろうか） 

 20 25  

 45  

 

○板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめ：上流の自然を豊かにした
り，堤防，人工の川，河川敷を作
ったりして，人々は洪水が起こる
ことを防ぐように工夫してきた。

めあて 

災害を防ぐために，川にはどのようなくふうがさ

れているだろうか。 

・ていぼう 

・ご岸のほ強 

・ダムの水量調整 

・くっさく工事 

・放水路 

・遊水池 

 

・えんてい 

・ブロック 

 

・輪中 

・排水ポンプ場 

まとめ 

上流の自然をゆたかにしたり，ていぼう，人工の川，河川敷を作った

りして，人々は洪水が起こることを防ぐように工夫してきた。 

川の水をあふれさせない工夫 

川の流れを弱める工夫 

川の水があふれたときのための工夫 
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第３次 水の流し方を変えて流れる水のはたらきを調べよう（1/3） 

【第８時のねらい】 

地面に水を流して，けずられるところや土や石がたまるところを調べたり，傾きや水量を変えて
流れの速さや地面のけずられ方を調べたりすることができる。（１／２） 

第８時の内容は，第９時の内容と関係しているため，２時間連続した時間を確保することを推奨
します。 

【科学的な思考・表現】 
・流れる水のはたらきと土地の変化との関係について予想し，条件に着目して実験を行う方法

を計画し,自分の考えを表現している。【記録】 
 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

導 

入 

１ これまでの学習をもとに，土地

の傾きと水の量の違いによる流

れる水のはたらきの変化につい

て考える。 

・土砂くずれが起こったところ

は，どのようなところか。 

→土地のかたむきの急な（大き

い）ところ 

・洪水が起こったのは，どのよう

なときか。 

→水の量が多いとき 

 

   

 

○ 山の中と平地で，川や川原の様

子がちがうのはなぜだろうか。

○ 川の水が増えたときに，土地の

様子が変わるのはなぜだろう

か。 

10  ● 山の中と平地の違いで考えさせる。 

● 平常時と大雨のときの川の違いで考

えさせる。（教科書P.62「台風と天気

の変化」の写真） 

 

展 
開 

２ 流れる水のはたらきを調べる方

法を自分たちで考える。 

○ 土地の傾きによって流れる水の

はたらき がどう変わるか考え

る（ぎもんＡ）。 

○ 水量によって流れる水のはたら

きがどう変わるか考える（ぎも

んＢ）。 

 

 15 ● 調べる条件と同じにする条件につい

ての話し合いを十分行い，条件制御の

視点を明確にして，実験方法を考えさ

せる。 

● 築山やバットなどを提示し，傾斜や水

量を変え，他の条件をそろえて行う実

験を計画させる。 

□Ｗ 実験装置の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● グループで考える。 

めあて：流れる水のはたらきを調
べるためにはどうすればよいだろ
うか。 



国土交通省 九州地方整備局 川内川河川事務所 

26 

 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

終 

末 

３ 流れる水のはたらきを調べる方

法を考える。 

○ 調べる条件 

 →土地の傾き，水の量 

○ 観察する視点 

→流れる水の速さ，地面の土の様

子，土のけずられ方（カーブの

内側と外側），土の積もり方 

 

 

 

 

10   

○ 流れる水のはたらきを調べるた

めに，観察する視点を考える。

 10 ● 浸食，運搬，堆積の働きをしらべるため

に観察する方法を考えさせる。 

● ワークシートを活用する。（流れる水の

はたらきをしらべるにはどこを見れば

良いか） 

○評 【思考・表現】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満足 

○ 流れる水のはたらきと土地の変化との

関係について予想し，土地の傾きや水の

量などの条件に着目してモデル実験の

方法を計画している。 

◎ 流れる水のはたらきと土地の変化との

関係について予想し，土地の傾きや水の

量などの条件を正しく制御しながらモ

デル実験を行う方法を計画している。 

  20 25  

  45  

 

○板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて 

流れる水のはたらきを調べるためにははどうすれ

ばよいだろうか。 

流れる水のはたらき（しん食・運ぱん・たい積）を調べるための条件 

 

しらべること 固定する条件 変える条件 

土地のかたむきのち

がいによる流れる水

のはたらきのちがい 

・流す水の量 

・砂（流路）の形 

・かたむき 

・タンクの高さ 

水の量のちがいによ

る流れる水のはたら

きのちがい 

・タンクの高さ 

・砂（流路）の形 

・流す水の量 

水路のかたちによる

流れる水のはたらき

のちがい 

・タンクの高さ 

・流す水の量 

・砂（流路）の形 

流れる水のはたらきを調べるには 

どこをみればよいか 

 

・しん食 

・運ぱん 

・たい積 

まとめ：流れる水のはたらきを調
べるために，固定する条件と変え
る条件を決めて実験する。 

まとめ 

流れる水のはたらきを調べるために，固定する

条件と変える条件を決めて実験する。 
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第３次 水の流し方を変えて流れる水のはたらきを調べよう（2/3） 

【第９時のねらい】 

地面に水を流して，けずられるところや土や石がたまるところを調べたり，傾きや水量を変えて
流れの速さや地面のけずられ方を調べたりすることができる。（２／２） 

第９時には実験が含まれているため，全て直接指導を基本としている。６年生の授業に支障を来
さないよう，補助教員等を確保できる日に行うことが望ましい。 

【観察・実験の技能】 
・土地の傾きや水の量を変えて流れる水のはたらきを調べる実験を，条件に気をつけて行い，

記録している。【行動観察・記録】 
 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

導 

入 

１ 実験の流れを確かめる。 

２ 土地の傾きや水の量などの水の

流し方を変えて，流れる水のは

たらきの違いを調べる。 

 

 

 

 

5  ● 各グループの実験場所と記録係を確

認する。 

 

展 

開 

○ 実験の説明 5  ● 実験の方法や観察の視点，実験で注意

することを説明する。 

【実験1】ほぼまっすぐな流れ 

○ 同じ傾きの斜面に，流す水の量

を変えて少しずつ流し，流れる

水のはたらきの様子を調べる。

○ 傾きの違う斜面に，水を少しず

つ一定の量で流しながら，流れ

る水のはたらきの様子を調べ

る。 

 

【実験2】Ｓ字（カーブ）の流れ 

○ 流れる水のはたらきの様子を調

べる。 

 

※「流水実験の手引き」参照 

30  ● 実験装置を同じ傾きにして，流れる水

の通り道を浅めにつける。 

● 水の量を変えて流す。 

● 水路の傾きを変えて流す。 

● 水を流し始めたところからけずられ

ていく様子の違いを観察させる。 

● 流れのとちゅうで，運ばれていく土砂

の量や速さを観察させる。 

● 流れていった先で，運ばれてきた物が

どのようにたまっているかを観察さ

せる。 

● 実験後に水がひいた後で，土砂がたま

っているところを観察させる。 

● 実際の地形や河川の流域をスケール

ダウンして実験していることを意識

させる。 

● 実験後は手洗いを十分にさせる。 

□Ｗ 実験結果整理表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて：流れる水のはたらきを調
べる実験を条件に気をつけて行
う。 



国土交通省 九州地方整備局 川内川河川事務所 

28 

 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

終 

末 

３ 実験結果を確かめ合い，分かっ

たことを話し合う。 

5  ○評  【技能】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満足 

○ 土地の傾きや水の量を変えて流れる水

のはたらきを調べるモデル実験を，条件

に気をつけて正しく行い，記録してい

る。 

◎ 条件制御を意識して，土地の傾きや水の

量を変えてモデル実験を行い，結果を条

件ごとに整理して，正確に記録してい

る。 

  45 0  

 45  

まとめ：条件を変えて実験すること
で，流れる水のはたらきが大きくな
ったり，小さくなったりした。 
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第３次 水の流し方を変えて流れる水のはたらきを調べよう（3/3） 

【第10時のねらい】 

実験結果をもとに，流れる水には，土地を変化させるはたらきがあり，土地の傾きや水量によっ
て，はたらきの大きさが変わることを理解することができる。 

【自然事象についての知識・理解】 
・土地の傾きによる流れる水の速さや水の量によって，流れる水のはたらきが変わることを理

解している。【記録】 
 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

導 

入 

１ 実験結果から，どんなことがい

えるかを考える。 

   

 

 

○ 水の量が少ないときと多いとき

では，流れの速さとけずられ方

はどのようにちがうか。 

○ 斜面のかたむきが小さいときと

大きいときとでは，流れの速さ

とけずられ方はどのようにちが

うか。 

5  ● 実験の結果から，流れる水のはたらき

を整理する。 

● 実験の様子を撮影した画像を提示し，

前時の学習をふり返りやすくする。 

 

展 

開 

２ 調べた条件による水の流れ方の

違いと水のはたらきの関係をま

とめる。 

 

 

 

 

5  ● 水の流れが速いときはけずったり運

んだりするはたらきが大きくなり，水

の流れがおそいときは土砂がよくた

まるようになることを理解させる。 

● 山の中には深い谷が，平地には土や石

などが積もった地形ができやすいこ

とを考えることができるようにする。

めあて：土地の傾きや川の水の量の
違いによって，流れる水のはたら
きはどう変わるのだろうか。 

まとめ：水の量が増えると，流れが
速くなり，水のはたらきが大きくな
る。傾きが大きければ，流れが速く
なり，水のはたらきが大きくなる。
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

展 

開 

３ 水の速さや量と流れる水のはた

らきの関係を，実際の河川の様

子に当てはめて自分たちで考え

る。 

・さつま町付近（中流）は？ 

・さつま町よりも上流は？ 

・さつま町よりも下流（河口付近）

は？ 

・しん食されやすいところは？ 

・たい積しやすいところは？ 

 15 ● 水の速さや量と流れる水のはたらき

の関係を，写真や立体地図などと比べ

ながら実際の河川の様子に当てはめ

て考えさせる。 

□Ｗ 川内川の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○資 川内川の様子 

 

 

 

 

 

○資 川内川の立体地図 

 

 

 

 

○評  【知識・理解】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満足 

○ 土地の傾きによる水の速さや水の量

によって，流れる水のはたらきが変わ

ることを理解している。 

◎ 水の速さや水の量によって，流れる水

のはたらきが変わることを，モデル実

験と実際の川を関係づけながら，正確

に理解している。 
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

展 

開 

○「川の上流に雨が降ったら？」 

→川から離れる。 

→上流で増えた水が下流に流れ

てくるから。 

○「川の水が濁っていたら？」 

→川から離れる。 

→流れが速くなって土地が削ら

れているから。 

5  ● 防災の視点から考えることができる

ようにする。 

○資 鶴田ダムの看板 

 

 

 

 

 

○資 川内川防災教室資料７,21 

終 

末 

４ 平野がどのようにしてできるか

考える。 

「川原に写真のような巨岩があるの

は，なぜでしょう。」 

○ 読み物を読んで，平野のでき方

や巨岩がある理由を知る。 

○ 川とのつきあい方は，どのよう

にしていけばよいだろう。 

5  ● 洪水は大きな災害をもたらすことが

あるが，平野に農作物をつくるのに適

した土を運ぶ役割もしていることを

おさえる。 

○資 川内平野の様子 

● 次時は，川内川の資料をもとに，生き

物がすみやすい川づくりや災害を防

ぐ工夫を調べたりすることを予告し，

意欲を高める。 

○ 川内川の付近で暮らすときは，

どんなことに気をつけたらいい

だろう。 

 10 ● ワークシートを活用する。（川内川の付

近で暮らすときは，どんなことに気をつ

けたらいいだろう） 

 20 25  

 45  

 

○板書計画 

 
 
 
 

めあて

土地のかたむきや川の水の量のちがいによって,

流れる水のはたらきはどう変わるのだろうか。 が と が

なり が なる。

が と が

なり が なる。

水の量が 増える 流れ

速く 水のはたらき 大きく

かたむき 大きい 流れ

速く 水のはたらき 大きく

まとめ

が と が

なり が なる。

が と が

なり が なる。

水の量が 増える 流れ

速く 水のはたらき 大きく

かたむき 大きい 流れ

速く 水のはたらき 大きく

まとめ

盈進小学校付近は？

上流は？

中流は？

下流は？

カーブになっているところは？

しん食されやすいところは？

たい積しやすいところは？

川の上流に雨がふったら

川の水がにごっていたら

川からはなれる

川内平野

こう水こう水 豊かな平野豊かな平野

川とのつきあい方は？
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第４次 川を観察して水のはたらきを調べよう（1/3） 

【第11時のねらい】 

実際の川のまわりの土地の様子を観察して，流れる水のはたらきを調べ，観察結果をまとめるこ
とができる。 

第１１時，第１２時は，近くに川がある場合は，川に見学に行き現場を見ながら説明する方法も
有効である。 

【観察・実験の技能】 
・教科書や川内川の資料から，生き物への配慮や，災害を防ぎ安全な生活を守るくふうについ

て調べ，記録しているか。【行動観察・記録】 
 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

導 

入 

１ これまで学習してきたことをも

とに，地域を流れる川内川につ

いて考える。 

○ 川内川で起きた洪水 

○ なぜ川では洪水が起こるのだろ

うか 

○ なぜ川の下流ほど水の量が増え

るのだろうか。 

○ 洪水などを防ぐくふう 

 

5  ● 資料から，川内川で起きた洪水につい

て確かめる。 

○資 川内川防災教室資料１，４ 

 

 

 

 

 

● 羽月川，隈之城川などの支流といっし

ょになって大きな川となっていくこ

とをとらえることができるようにす

る。 

展 

開 

２ 川と人との関わりについて考え

る。 

 

 

 

 

 

5  ● 河川整備には，洪水などの災書を防ぐ

だけではなく，かつての舟の通りやす

さや生き物にとっての住みやすさな

ど，様々な視点があることを確かめ

る。 

○資  川と人とのかかわり（轟の瀬） 

 

 

 

 

 

３ 洪水などの災書を防ぐだけでな

く，生き物にとってすみよい川

にするために，どんな工夫があ

るか考える。 

○ 教科書の資料を読み，生き物へ

の配慮の考えを深める。 

・多自然型河川 

・わんど 

 

 

 

 15 ● 資料の写真などから，川原に見える生

き物に対する配慮を考えさせる。 

● 川内川の工夫を紹介する。 

● ワークシートを活用する。 

□Ｗ  川内川の生き物がすみやすい川づく

り，鶴田ダムの写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて：人は川とどのように関わっ
ていけばよいのだろうか。 
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

終 

末 

４ 川と人との関わりについて調べ

る。 

○ さつま町では川内川とどのよう

に関わってきたのだろうか。 

 10 ● 防災だけでなく，水運や農業などの産

業との関係や生物の配慮の視点で考

えさせるようにする。 

● ワークシートを活用する。（さつま町

では川内川とどのように関わってき

たのだろうか？） 

○評 【技能】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満足 

○ 結果を観点ごとに整理して，自分なりに

記録し，絵や文でまとめて発表してい

る。 

◎ 結果を観点ごとに整理して，的確に記録

し，絵や文でわかりやすくまとめて発表

している。 

○ 川の水による災害を防ぎ，安全

な生活を守るために，人は川と

どのように関わってきたか調べ

る。 

 

 

 

 

10  ● 資料から，洪水などを防ぐくふうにつ

いて確かめる。 

● 流れる水のはたらきによる災害を防

ぐため，川の形を変えながら，洪水を

防いできたことを，参考資料に基づき

考えさせる。 

○資 川内川防災教室資料５ 

 

 

 

 

 

  20 25  

  45  

 

○板書計画 

 

めあて

人は川とどのように関わっていけばよいのだろうか。

洪水を防ぐ工夫なぜ洪水が起こるのか？

洪水などの災書を防ぐだけでなく・・・

生物がすみやすい川づくり 川とのかかわり

支流といっしょになって
大きな川になる

めあて

人は川とどのように関わっていけばよいのだろうか。

洪水を防ぐ工夫なぜ洪水が起こるのか？

洪水などの災書を防ぐだけでなく・・・

生物がすみやすい川づくり 川とのかかわり

支流といっしょになって
大きな川になる

まとめ 

人は，川にすむ生き物を守りながら，川の水に

よる災害を防ぎ，川の水を利用している。 

まとめ：人は，川にすむ生き物を守
りながら，川の水による災害を防
ぎ，川の水を利用している。 
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第４次 川を観察して水のはたらきを調べよう（2/3） 

【第12時のねらい】 

流れる水のはたらきについて学習したことをもとに，防災に対する意識を深めることができる。 

第１１時，第１２時は，近くに川がある場合は，川に見学に行き現場を見ながら説明する方法も
有効である。 

【自然事象についての知識・理解】 
・児童が災害発生時の様々な危険を予測して，的確に判断して安全に行動できるようになった。

【記録】 
 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

導 

入 

１ 本時のめあてを確かめる。 

 

5  ● 資料の写真から，腰まで水につかった

人の救助が必要な理由を考える。 

□Ｗ 川内川の洪水時の救助写真，川内川の

過去の洪水写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 流れる水のはたらきは，どれく

らいの大きさなのだろうか。 

○ 深さ40cmの流れる水のはたらき

の大きさを体験する。 

 

 15 ● 水深40cm，流速1.5(m/秒)で約９Kgの

おもりを片足に付けて，普段の歩きと

の違いを試させる。 

● 歩くスペースがとれない場合などは，

9リットルの水を入れた容器を持た

せ，足にかかる水の重さを体感させ

る。 

○資 川内川防災教室資料13 

 

 

 

 

 

○資 洪水時の避難の様子 

 

 

 

 

 

めあて：水害から身を守るために
は，どうすればよいのだろうか。
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

展 

開 

３ 災害時の避難に適した履き物に

ついて考える。 

 5 ● 実験した結果を踏まえて考えさせる。

● ワークシートを活用する。 

４ 災害時にどのような物を持ち出

せばよいか話し合う。 

 

10  ○資 川内川防災教室資料12,14 

 

 

 

 

 

終 

末 

５ ハザードマップについて知る。

 

 

 

 

5  ● 浸水が始まった後に移動することは

危険であるため，場合によっては，自

宅の2 階などへ避難することや近隣

の安全な建物（高い堅牢な建物）に移

動することも有効であることを伝え

る。 

● 自分の通学路で，危険な場所をきちん

と知っておくことが大切であること

を確認する。 

○資 さつま町防災マップ 

 

 

 

 

 

 

○ 安全に避難するためにはどんな

ことに気をつければ良いだろう

か。 

 5 ● 安全な避難のために，避難時だけでな

く平常時や避難の前の適切な行動が

必要であることを伝えるようにする。

● ワークシートを活用する。（安全に避難

するためにはどんなことに気をつけれ

ば良いだろうか） 

○評 【知識・理解】 

【評価例】○おおむね満足，◎十分満足 

○ 安全に避難するために気をつけること

を理解している。 

◎ 安全に避難するために，避難するときだ

けでなく，平常時や避難の前に気をつけ

ることを理解している。 

 20 25  

 45  

 

まとめ：運動靴で避難し，持ち出
す物を準備しておく。ハザードマ
ップなどで危険な場所などを確か
めておく。 
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＜補足：水の力の体感方法＞ 

片足にかかる力（kg）は，以下の計算で算出できます。 

   

速さ（m／秒）×速さ（m／秒）×水深（ｍ）×足の幅（m）×0.1（水の密度（t・ｓ2／ｍ4））×1000 

 

  上記の計算をすると，片足にかかる力は以下のとおりです。（足の幅0.1mとして計算） 

 0.5（m／秒） 1.0（m／秒） 1.5（m／秒） 2.0（m／秒） 2.5（m／秒）

20ｃｍ 0.5ｋｇ 2ｋｇ 4.5ｋｇ 8ｋｇ 12.5ｋｇ 

40ｃｍ 1ｋｇ 4ｋｇ 9ｋｇ 16ｋｇ 25ｋｇ 

60ｃｍ 1.5ｋｇ 6ｋｇ 13.5ｋｇ 24ｋｇ 37.5ｋｇ 

80ｃｍ 2ｋｇ 8ｋｇ 18ｋｇ 32ｋｇ 50ｋｇ 

100ｃｍ 2.5ｋｇ 10ｋｇ 22.5ｋｇ 40ｋｇ 62.5ｋｇ 

 

※足につけるおもりについては，ウォータウェイトを使用した。ペットボトル等での代用も
考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○板書計画 

水の速さ 
水深 

めあて 

水害から身を守るためには，どうすればよいの

だろうか。 

流れる水のはたらきはどのくらいだろうか？ 

（洪水の中を歩いてみよう） 

 

（実験）水深４０ｃｍ，水の速さ１．５ｍ／秒 

・持ち物・服そう・はき物 

・水の中を歩くときは・・ 

ひなんする時はどのようなことに気

をつければよいだろうか。 

まとめ 

・２人以上・運動ぐつでひなんする 

・非常持ち出しぶくろを準備しておく

・ひなん場所を確認しておく 

・棒などを探しながら行って，穴や段差がないかを調べな

がら行く 

・危ない物が流れてこないか 

・持ち物(水･食べ物･薬･懐中電灯･ヘルメット･袋) 

・服装は動きやすい服 

・流れてくるものに気をつける 

・マンホールや段差に気をつけるため，杖や棒などで確

認する 

・2 人以上で避難する 

・持ち物(ヘルメット･水･食料･印鑑･通帳･薬･ラジオ･電池)

・持ち物(薬･ラジオ･懐中電灯･電池･ビニール袋･水･食べ

物･衣服･通帳･ひも･マッチ･ヘルメット･缶切り･筆記用

具･ずきん･おむつ) 

・服装は軽くて怪我をしない服 

・崖崩れがないか 

・持ち物(食料･飲み物･懐中電灯･財布･衣類･薬･ビニー

ル袋･ヘルメット･マッチ･ろうそく･ひも･ロープ･印鑑･通

帳) 
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第４次 川を観察して水のはたらきを調べよう（3/3） 

【第13時のねらい】 

水防災に対する理解を深めるとともに，流れる水のはたらきについて学習したことをふリ返り，
学習をまとめることができる。 

【自然事象についての知識・理解】※これまでの学習の再評価 
・流れる水には,侵食したり,運搬したり,堆積させたりするはたらきがあることを理解している。

【記録】 
・川の流域によって，河原の石の大きさや形に違いがあることを理解している。【記録】 
・水の量が増えたときに，土地の様子が大きく変わることがあることを理解している。【記録】

・土地の傾きによる流れる水の速さや水の量によって，流れる水のはたらきが変わることを理

解している。【記録】 
 

 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

導 

入 

１ ハザードマップについての理解

を深める。 

  

 

 

10  ○資 さつま町防災マップ（個人配布） 

 

 

 

 

 

● 自分の通学路で，危険な場所をきちん

と知っておくことが大切であることを

確認する。 

○資 川内川防災教室資料23,24 

 

 

 

 

展 

開 

２ 流れる水のはたらきについて，

学習したことを確かめる。 

(1)流れる水のはたらきについてま

とめる。 

［68ページでふり返る］ 

 (2)流れる水のはたらきと，川原の

石の大きさと形についてまとめ

る。 

［71, 74ページでふり返る］ 

 (3)土地のかたむきや水の量と，流

れる水のはたらきの大きさとの関

係について，「しん食・運ぱん・た

い積」ということばを使ってまと

める。 

［80ページでふり返る］ 

 

 20 ● 学習内容の評価を行う。 

● ワークシートを活用する（小テスト）

□Ｗ 小テスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)① 浸食  ② 運搬  ③ 堆積 

(2) 

① 角張った大きな石が多い。 

② まるくて小さな石が多い。 

③ まるくてさらに小さな石が多い。 

(3) 

① 流れる水の速さが速く，浸食したり，

運搬したりするはたらきが大きくなる。

傾きが小さいところでは，水の流れがゆ

るやかで，堆積するはたらきが大きい。

② 水の量が多くなると，浸食したり，運

搬したりするはたらきが大きくなる。 
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 学 習 活 動 直 間 教師の働きかけ 

展 

開 

３ 土の山に水を流して実験したと

きに，どのようなことに注意して，

実験を行ったか，ふり返ってまと

める。 

・調べる条件（傾き・水の量）を

変えたとき，そのほかの条件は

変えないで調べた。 

・傾きや水の量を変えたとき，流

れる水の速さや土のけずられ

方に注目して調べた。 

・土地がけずられるところや，土

がたまるところに注目して調

べた。 

・土にさわった後は，手をよく洗

った。など 

5   

終 

末 

４ 川の内側と外側の川岸がどのよ

うにしてできたのか，流れる水の

はたらきと関係づけて説明する。

(1)流れが曲がっているところの内

側 

(2)流れが曲がっているところの外

側 

10  (1) 水の流れがおそく，土や石が積もる。

(2) 水の流れが速く，川岸がけずられる。

● 「災害用伝言ダイヤル」の資料を配付

し，家庭での話し合いのきっかけとす

る。 

○資 災害用伝言ダイヤル（171） 

 25 20  
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８.評価計画 

本単元の評価計画は「新しい理科５ 教師用指導書 資料編（東京書籍）」の評価基準例に基

づき，「評価規準の作成，評価方法等の工夫改善のための参考資料（小学校 理科）（国立教育

政策研究所教育課程研究センター）2011」を参考に作成しています。 

 

○指導と評価の計画の概要（４時間） 

次 時 学習活動 評価の観点・評価方法

１ １ ・資料写真や地面を流れる雨水の様子を見て，流れる水のは

たらきについて話し合う。 

 

 

 

【関心・意欲・態度①】

行動観察・記録 

２ 

３ 

・地面に水を流して，流れる水のはたらきを調べ，まとめる。

【観察①】 

 

 

 

 

 

 

【技能①】 

行動観察・記録 

【知識・理解①】 

記録 

２ ４ ・観察①で調べた流れる水のはたらきが，実際の川にもあて

はまるか話し合う。 

・川の水がどのように土地を変化させているか，資料を見て

話し合う。 

 

 

 

 

【関心・意欲・態度②】

発言・行動観察 

５ ・川の上，中，下流の地形と，川岸の様子の違いについて，

話し合ったり，自分たちの住んでいる地域の川について調

べたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・表現①】 

記録 

【知識・理解②】 

記録 

めあて：流れる水には，どんなはたらきがあるのだろうか。

めあて：流れる水は，地面の様子をどのように変えるのだ
ろうか。 

まとめ：流れる水には，地面をけずったり，土や石を運ん
だり，流されてきた土や石を積もらせたりするはたらきが
ある。流れる水が地面をけずるはたらきをしん食，土や石
を運ぶはたらきを運ぱん，流されてきた土や石を積もらせ
るはたらきをたい積という。 

めあて：実際の川でも，流れる水は，土地の様子を変えて

いるのだろうか。 

めあて：川の上流，中流，下流には，どのようなちがいが
あるのだろうか。 

まとめ：流れる水が，まわりの様子をかえているのではな
いか。 

まとめ：実際の川でも，流れる水はの働きにより，土地の

様子が変わっている。 

まとめ：川の上流で削られた石が，水の流れで運ばれるう
ちに小さくなり，下流の川原に堆せきする。 
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６ 

 

 

 

 

 

 

７ 

・川の水が土地を変化させている様子についてまとめる。 

・流れる水のはたらきで土地の様子が大きく変わるのはどん

なときか話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【知識・理解③】 

記録 

３ ８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 

 

 

 

10 

・流れる水のはたらきを調べる方法について考える。 

・水の流し方を変えて，流れる水のはたらきを調べる。 

【実験①】 

・実験結果をもとに，流れる水のはたらきをまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・表現②】 

記録 

【技能②】 

行動観察，記録 

【知識・理解④】 

記録 

４ 11 

 

 

 

 

12 

・実際の川を観察して,川の様子や流れる水のはたらきを調べ

たり,災害を防ぐくふうを調べたりする。 

 

 

 

 

 

 

 

【技能③】 

行動観察，記録 

13 流れる水のはたらきについて,学習したことをまとめる。  

 

めあて：川や川岸の様子は，どのようなときに，大きく変
わるのだろうか。 

まとめ：大雨などで水の量がふえ，流れが速くなると，流
れる水のはたらきが大きくなり，土地の様子は大きく変化
する。 

めあて：災害を防ぐために，川にはどのようなくふうがさ
れているだろうか。 

まとめ：上流の自然を豊かにしたり，堤防，人工の川，河
川敷を作ったりして，人々は洪水が起こることを防ぐよう
に工夫してきた。 

めあて：土地の傾きや川の水の量の違いによって，流れる
水のはたらきはどう変わるのだろうか。 

めあて：人は川とどのように関わっていけばよいのだろうか。

めあて：水害から身を守るためには，どうすればよいのだ
ろうか。 

まとめ：運動靴で避難し，持ち出す物を準備しておく。ハ
ザードマップなどで危険な場所などを確かめておく。 

サブめあて：流れる水のはたらきを調べるためにはどう
すればよいだろうか。 

サブまとめ：流れる水のはたらきを調べるために，固定
する条件と変える条件を決めて実験する。 

サブめあて：流れる水のはたらきを調べる実験を条件に
気をつけて行う。 

サブまとめ：条件を変えて実験することで，流れる水のは
たらきが大きくなったり，小さくなったりした。 

まとめ：水の量が増えると，流れが速くなり，水のはたらき
が大きくなる。傾きが大きければ，流れが速くなり，水のは
たらきが大きくなる。 

まとめ：人は，川にすむ生き物を守りながら，川の水による
災害を防ぎ，川の水を利用している。 
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○観点別評価の進め方 

ここでは，本単元における４観点，すなわち，「自然事象への関心・意欲・態度」「科学的な

思考・表現」「観察・実験の技能」及び「自然事象についての知識・理解」についての評価の進

め方の例を示す。 

 

自然事象への関心・意欲・態度 

（１）評価規準 

 第１時 第４時 

評価規準 

と方法 

・川や地面を流れる水に興味をもち,進

んで，流れる水のはたらきについて

調べようとしているか。【行動観察・

記録】 

・流れる水のはたらきが，実際の川に

も当てはまるかどうかについて興味

を持ち，進んで資料を調べたり，発

表したりしようとしている。【発言・

行動観察】 

評
価
例 

十分満足 

できる 

・地面を流れる水のはたらきについて

興味をもち，進んでそのはたらきを

調べたり，自分の考えを積極的に発

表したりしようとしている。 

・流れる水のはたらきが，実際の川に

も当てはまるかどうかについて興味

を持ち，写真資料を積極的に調べた

り，経験をもとに発表したりしよう

としている。 

概ね満足 

できる 

・地面を流れる水や地面の様子に興味

をもち，進んでその様子を調べ，発

表しようとしている。 

・流れる水のはたらきが，実際の川に

も当てはまるかどうかについて興味

を持ち，進んで資料を調べたり，発

表したりしようとしている。 

努力を 

要する 

・地面を流れる水や地面の様子に興味

が持てず，流れる水のはたらきを調

べようとしていない。 

・実際の川や川原の石に当てはまるか

に興味がもてず，資料を調べようと

していない。 

 

指導上 

の 

手立て 

・雨が降っているときや，雨が降って

校庭に流れができた後の地面の様子

を実際に観察させ，地面を流れる水

や地面の様子，流れる水のはたらき

に興味がもてるように，助言・援助

する。 

・実際の川原の石を観察させたり，山

の中，平地に流れ出たあたり，平地

の資料を比較させたりして，石の様

子の違いに興味をもつことができる

ように，助言・援助する。 

※東京書籍「新しい理科５ 教師用指導書 資料編」 

（２） 評価のねらい 

流れる水のはたらきについて追究する活動から，児童の意欲的な取組について行動，発言及

び記録を分析して，「自然事象への関心・意欲・態度」の観点から評価する。 

 

（３）評価の実際【第１時，第４時】 

資料写真や地面を流れる雨水の様子を見て，これから調べたいことを考える活動や，実際の

川にも当てはまるか話し合う活動から，児童が興味・関心をもって追究しているかどうかを，

行動や発言，記録から分析する。 

「自然事象への関心・意欲・態度」の観点から児童の言動や行動を分析する主なポイント 

○自然の事物・現象に意欲的に関わろうとしてしているか。 

○自然の事物・現象の特徴や規則性を適用し，実際の自然や日常生活を見直そうとしてい

るか。 

○生物を愛護し，生命を尊重したり，自然への畏敬の念を抱いたりしようとしているか。 
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【ワークシートの記入例（第１時）】 

●地面を流れる水の様子と川の流れる様子が似ているのはなぜだろうか？ 

 川は海に近づいていけばいくほど幅がだんだん広くなっていく。 

 川の速さは幅が狭く，高さと低さが違えば違うほど速くなる。 

 水の速さはせまいところは速いと思う。 

 高いところから低いところへ，そして川の幅は，海へ近づくほど広くなっていく。 

 水の流れ(速さ)は高さが急なほど速いと思う。 

 上流の方は幅が狭く，下流の方は幅が広い。 

 

【川内川の立体模型を使った学習風景（第１時）】 
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科学的な思考・表現 

（１）評価規準 

 第５時 第８時 

評価規準 

と方法 

・川や川岸に見られる地形や川原の石

の様子，増水による川原の変化など

について，流れる水のはたらきと関

係づけて考察し，自分の考えを表現

している。【記録】 

・流れる水のはたらきと土地の変化と

の関係について予想し，条件に着目

して実験を行う方法を計画し,自分

の考えを表現している。【記録】 

評
価
例 

十分満足 

できる 

・川や川岸に見られる地形や石の様子，

増水による川原の変化などについ

て，自分たちの住んでいる川にも当

てはめながら，流れる水のはたらき

と関係づけて考え，自分の考えを表

現している。 

・流れる水のはたらきと土地の変化と

の関係について予想し，土地の傾き

や水の量などの条件を正しく制御し

ながらモデル実験を行う方法を計画

している。 

概ね満足 

できる 

・川や川岸に見られる地形や川原の石

の様子，増水による川原の変化など

について，流れる水のはたらきと関

係づけて考察し，自分の考えを表現

している。 

・流れる水のはたらきと土地の変化と

の関係について予想し，土地の傾き

や水の量などの条件に着目してモデ

ル実験の方法を計画している。 

努力を 

要する 

・川や川岸に見られる地形や川原の石，

水の量と流れる水のはたらきを関係

づけて考えることができない。 

・土地の傾きや水の量などの条件に着

目したモデル実験を，計画すること

ができない。 

 

指導上 

の 

手立て 

・川の水の量が増えると川の様子はど

うなるかを，動画資料などを活用し

て，実際に見せ，水のはたらきと関

係づけて考えられるように，助言・

援助する。 

・傾きを変えて，観察を行うにはどう

したらよいか，水をふやすにはどう

したらよいかなど，具体的に調べる

条件と同じにする条件を示し，自ら

計画を立てることができるように，

助言・援助する。 

※東京書籍「新しい理科５ 教師用指導書 資料編」 

（２） 評価のねらい 

川や川岸に見られる地形や川原の石の様子，増水による川原の変化と流れる水の働きの関

係について追究する活動から，児童の科学的な思考について行動及び発言を分析して，「科学

的な思考・表現」の観点から評価する。 

 

（３）評価の実際【第５時，第８時】 

流れる水のはたらきと土地の変化との関係を考える活動から，児童が科学的に考察して自分

の考えを表現しているかどうかを，行動や発言から分析する。 

「科学的な思考・表現」の観点から児童の言動や記録を分析する主なポイント 

○問題に正対した予想や仮説をもち，それを表現しているか。 

○論理的に矛盾や飛躍がないか。 

○考察した結論を相手に表現できているか。 
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【ワークシートの記入例（第５時）】 

●上流，中流，下流で，なぜ石の様子がちがうのだろうか？ 

 川の流れが違うから。 

 川の流れで，下流の石が小さいのは運搬されているときに削られて小さくなってい

る。 

 川の流れが遅くなっていくから，運搬できる石の大きさが小さくなっていくから。 

 

【ワークシートの記入例（第８時）】 

●流れる水のはたらきを調べるにはどこをみればよいかな？ 

＜地面をけずるはたらき(しん食)を調べる方法＞ 

 水の流れているところ。 

 土と水の間(流れた所) 

＜土や石を運ぶはたらき(運ぱん)を調べる方法＞ 

 水が何を流すか。 

 水に流されてきた土や石を見る。 

 水を見る。 

＜流されてきた土や石を積もられるはたらき(たい積)を調べる方法＞ 

 水に流された砂の行先。 

 流れたあと。 

 流れてきた水の所。 
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観察・実験の技能 

（１）評価規準 

 第２時 第９時 第１１時 

評価規準 

と方法 

・地面に水を流し，流れ

る水と地面の様子の変

化を調べ，結果を記録

している。【行動観察・

記録】 

・土地の傾きや水の量を

変えて流れる水のはた

らきを調べる実験を，

条件に気をつけて行

い，記録している。【行

動観察・記録】 

・教科書や川内川の資料

から，生き物への配慮

や，災害を防ぎ安全な

生活を守るくふうにつ

いて調べ，記録してい

るか。【行動観察・記録】

評
価
例 

十分満足 

できる 

・地面に水を流し，流れ

る水の様子と地面の変

化の様子を観察し，流

れる水のはたらきに着

目して，結果を記録し

ている。 

・条件制御を意識して，

土地の傾きや水の量を

変えてモデル実験を行

い，結果を条件ごとに

整理して，正確に記録

している。 

・結果を観点ごとに整理

して，的確に記録し，

絵や文でわかりやすく

まとめて発表してい

る。 

概ね満足 

できる 

・地面に水を流し，流れ

る水の様子と地面の様

子を観察し，結果を記

録している。 

・土地の傾きや水の量を

変えて流れる水のはた

らきを調べるモデル実

験を，条件に気をつけ

て正しく行い，記録し

ている。 

・結果を観点ごとに整理

して，自分なりに記録

し，絵や文でまとめて

発表している。 

努力を 

要する 

・流れる水と地面の変化

の様子を記録すること

ができない。 

・条件を制御して，実験

を行うことができな

い。 

・観察記録の記述が少な

く，かかれているスケ

ッチや説明文の内容が

不十分である。 

 

指導上 

の 

手立て 

・流水の三作用がそれぞ

れ顕著な部分をさし示

して，それらの様子を

記録するように，助

言・援助する。 

・調べる条件と同じにす

る条件を表などに整理

して示し，計画にそっ

て実験を行うよう，助

言・援助する。 

・子供といっしょに川を

観察して，川の曲がっ

ているところの外側と

内側，川原の石の様子，

災害を防ぐくふうなど

具体的な観点を示し

て，記録がとれるよう

に，序言・援助する。

※東京書籍「新しい理科５ 教師用指導書 資料編」 

（２） 評価のねらい 

流れる水の速さや量といった土地の様子を変化させる要因を制御しながら，計画的にモデ

ル実験をしていることを，子供たちの様子を行動観察したり，記録分析したりして「観察・

実験の技能・表現」の観点から評価する。 

 

（３）評価の実際【第２時，第９時，第１１時】 

子供が，モデル実験を通して，水の速さや量などの土地を変化させる要因に目を向け，条

件制御をして計画的に実験できているかどうかを，子供の活動の様子を行動観察し，ワーク

シートの記録を分析する。 

「実験・観察の技能」の観点から児童の記録を分析する主なポイント 

○記録や作図を計画的に実施しているか。 

○記録や作図を目的に応じて工夫して行っているか。 

○調べた過程や結果を的確に記録し整理しているか。 

【実験風景（第２時）】 
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【ワークシートの記入例（第２時）】 

■流れが速い場所の地面の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

■流れがおそい場所の地面の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

■流れる水の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

【実験風景（第９時）】 
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【ワークシートの記入例（第９時）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【川の観察風景（第１１時）】 
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【ワークシートの記入例（第１１時）】 

●生き物が住みやすい川ってどんな川？ 

 きれいな川 

 汚れていない川 

 ゴミのない川 

 緩やかな川で，あまり濁っていなく

て，だいたい石があるところ 

●どんなくふうができるかな？ 

 川の石を持って帰らない 

 藻をうえる 

 ゴミを川に捨てない 

 大きな石を積んで隙間をつくる 

 隠れ場をつくる 

 木をうえる 
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自然事象についての知識・理解 

（１）評価規準 

 第３時 第５時 第６時 第１０時 

評価規準 

と方法 

・流れる水には,

侵食したり,運

搬したり,堆積

させたりするは

たらきがあるこ

とを理解してい

る。【記録】 

・川の流域によっ

て，河原の石の

大きさや形に違

いがあることを

理解している。

【記録】 

・水の量が増えた

ときに，土地の

様子が大きく変

わることがある

ことを理解して

いる。【記録】 

・土地の傾きによ

る流れる水の速

さや水の量によ

って，流れる水

のはたらきが変

わることを理解

している。【記

録】 

評
価
例 

十分満足 

できる 

・流れる水には,

侵食したり,運

搬したり,堆積

させたりするは

たらきがあるこ

とを，観察結果

を関係づけて正

確に理解してい

る。 

・さまざまな資料

を調べた結果と

して，山の中，

平地に流れ出た

あたり，平地で

川原の石の大き

さや形に違いが

あることを水の

はたらきと関係

づけて理解して

いる。 

・さまざまな資料

を調べた結果と

して，水の量が

ふえたときに，

土地の様子が大

きく変わること

があることを水

のはたらきと関

係づけて理解し

ている。 

・水の速さや水の

量によって，流

れる水のはたら

きが変わること

を，モデル実験

と実際の川を関

係づけながら，

正確に理解して

いる。 

概ね満足 

できる 

・流れる水には,

侵食したり,運

搬したり,堆積

させたりするは

たらきがあるこ

とを理解してい

る。 

・教科書の資料か

ら，山の中，平

地に流れ出たあ

たり，平地では，

川原の石の大き

さや形に違いが

あることを理解

している 

・教科書の資料か

ら，水の量がふ

えたときに，土

地の様子が大き

く変わることが

あることを理解

している。 

・土地の傾きによ

る水の速さや水

の量によって，

流れる水のはた

らきが変わるこ

とを理解してい

る。 

努力を 

要する 

・流れる水には浸

食したり，運搬

したり，堆積し

たりするはたら

きがあることを

正確に理解して

いない。 

・流域によって川

原の石の大きさ

や形に違いがあ

ることを理解し

ていない。 

・水の量がふえた

ときに，土地の

様子が大きく変

わることを理解

していない。 

・流れる水の速さ

や水の量の変化

が，土地の様子

の変化と関係し

ていることを理

解していない。

 

指導上 

の 

手立て 

・観察の様子を写

真やビデオに記

録しておき，流

れる水のはたら

きをひとつひと

つ確認させ，確

認したことをま

とめるよう，助

言・援助する。 

・動画資料や写真，

川の災害に関す

る新聞記事など

を用意し，川原

の石の大きさや

形に違いがある

ことが理解でき

るように，助

言・援助する。

・動画資料や写真，

川の災害に関す

る新聞記事など

を用意し，水の

量がふえたとき

に，土地の様子

が大きく変わる

ことが理解でき

るように，助

言・援助する。 

・モデル実験の結

果と実際の土地

の様子を提示し

て，似ている部

分を指摘させ，

流れる水のはた

らきと土地の変

化の様子とを関

係づけて理解で

きるように，助

言・援助する。

※東京書籍「新しい理科５ 教師用指導書 資料編」 
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（２） 評価のねらい 

流れる水には「浸食」，「運搬」，「堆積」のはたらきがあること，川の流域によって川原の

石の大きさや形に違いがあること，水の量が増えたときに土地の様子が大きく変わることが

あること，また，土地の傾きによる流れる水の量や速さによって流れる水のはたらきが変わ

ることを理解できているかどうかを，児童のワークシートの記述やペーパーテストの結果を

分析して，「自然事象についての知識・理解」の観点から評価する。 

 

（３）評価の実際【第３時，第５時，第６時，第１０時】 

流れる水のはたらきについてについて，これまでの実験結果などを基に，児童が科学的に

思考し，学習内容を理解できているかどうかをワークシートの記述を分析する。 

「自然事象についての知識・理解」の観点から児童の言動や記録などを分析する主なポイン

ト 

○自然現象についての知識を理解しているか。 

○科学的な言葉や概念を捉えているか。 

○学習したことを実際の自然や日常の生活に適用しているか。 

 

【ワークシートの記入例（第３時）】 

●生き物が住みやすい川ってどんな川？ 

 きれいな川 

 汚れていない川 

 ゴミのない川 

 緩やかな川で，あまり濁っていなく

て，だいたい石があるところ 

●どんなくふうができるかな？ 

 川の石を持って帰らない 

 藻をうえる 

 ゴミを川に捨てない 

 大きな石を積んで隙間をつくる 

 隠れ場をつくる 

 木をうえる 

 

【ワークシートの記入例（第５時）】 

●川内川の上流，中流，下流の石を観察して記録しよう 

（大きさ，かたち，手ざわりなどをくらべてみよう） 
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【ワークシートの記入例（第６時）】 

●川の水が増えたときに川の様子はどのように変わるのだろうか？ 

 川の水の流れる場所が変わる。 

 横にあった石などが下流の方へ流れていき，川の幅が広くなった。 

 木が運搬される。 

 川の幅が広がる。 

 

【ワークシートの記入例（第１０時）】 
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○観点別評価の総括 

ここでは，単元の評価計画に基づき，それぞれの評価の観点における評価規準に従って，評

価方法を工夫し，学習活動のまとまりごとに評価を実施する。そして，学習活動のまとまりご

とに見られた観点別評価を総括し，単元における観点別評価とする。 

 

次 時 主な学習活動 自然事象への

関心・意欲・

態度 

科学的な思

考・表現 

観察・実験の

技能 

自然事象につ

いての 

知識・理解 

１ １ 

２ 

３ 

地域の土地の様

子を概観する。 Ａ ・ Ｂ    

２ ４ 流水のはたらきの

問題を見いだす。 
 Ａ ・ Ｂ  Ａ ・ Ｂ

５ 流水のはたらきを

調べる。(1) 
  Ａ ・ Ｂ  

６ 

７ 

流水のはたらきを

調べる。(1) 
 Ａ ・ Ｂ Ａ ・ Ｂ  

３ ８ 

９ 

10 

実際の川について

調べる。  Ａ ・ Ｂ Ａ ・ Ｂ  

４ 11 

12 

13 

学習をふりかえ

る。 Ａ ・ Ｂ   Ａ ・ Ｂ

子供の様子  

 

 

 

 

 

   

単元の総括 Ａ ・ Ｂ Ａ ・ Ｂ Ａ ・ Ｂ Ａ ・ Ｂ 
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お問い合わせ先 

国土交通省 九州地方整備局 川内川河川事務所 調査課 
〒895-0075 鹿児島県薩摩川内市東大小路町20-2 
TEL:0996-22-3271（代）FAX:0996-22-6907（代） 
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